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　再び喜多尾道冬氏の言葉を借りれば，この3曲めのインテルメッツォは次のようにまと
められるであろう。「断ち切れぬ思いを無理に断ち切ろうとして果たせないその苦しみが
支配している。だが，この苦しみがあればこそ，苦悩するわれ，考えるわれ，そして人間
としてのわれが存在しうるのだという達観が生まれ出る。この苦悩からほのかな明るさへ
の諦観的な悟りの道筋が心にふれる語法で示されている」（15）ブラームスの深き苦難の淵か
らの呼びかけは，この3曲めでほのかな明るさとなって示されているのかもしれない。
（四）リサイタル”Hommage　a　Brahms”
　私は今，ラドゥ・ルプー，グレン・グールド，ジュリアス・カッチェンという3人の偉
大なピアニストの柱に囲まれ，その真ん中に停ずんでいる。3本の大きな柱　　そのど
の柱からも人間ブラームスの魅力がひしひしと伝わってくる。そしてピアニストの豊かな
音楽性に支えられた演奏者の息づかいが聴こえてくる。以前は，ある意味では驚異にさえ
感じられたルプーの演奏から開放され，今立は3人のピアニストの演奏を楽しんでいる。
　今から2年後の1993年に，私はop．ユ16からop．119にいたるブラームスの小品集全20
曲によるピアノリサイタルを計画している。その時私は40才をむかえ，その後10年ごとに
同じプログラムによるリサイタルを重ねていきたいと思っている。普段はバロックから近・
現代までの様々な曲と接していても，10年に一度は必ずこのブラームスの晩年の世界に戻っ
てきたい。いや正確には，常にブラームスの作品と対話をつづけながら，10年毎にその研
究成果を発表していきたい。もちろん，3つの大きな柱によりかかることなく，その真ん
中に私自身の柱を建てるべく努力を重ねながら。
　確かにブラームスは，和解できないもの一自由と束縛，幻想性と合法則性，進歩と伝
統への忠誠を結びつけたのかもしれない。喜多尾道冬氏は「患難は忍耐を生み，忍耐は練
達を生み，練達は希望を生む（ロマ書）という言葉が自ずと重ね合わされるように思われ
てならない」（16）とライナーノートを結んでいる。ほのかな明るさは，透明な響きから生ま
れ何よりもこの透明な響きが，私が先日のコンサートでつかみかけたブラームスの音だっ
たような気がする。
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